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我々は、超高速時間分解電子線回折法を用いて、有機機能材料の構造ダイナミクス計測を行っ

ている[1]。本手法では、光照射によって生じる原子・分子の運動を直接的に観察することが可能

である。一方で、機能材料の構造ダイナミクスを計測し、その機能発現の機構を理解するために

は、光照射によって機能が生じる一連の過程、すなわち励起直後から緩和までのダイナミクスを

追うことが重要である。我々は、Fig. 1 (a)に示すサブピコ秒時間分解計測装置に加えて、Fig. 1 (b)

に示すナノ秒からマイクロ秒の電気的な時間分解計測装置も構築した。これらの装置の切り替え

は、ミラーを切り替えるだけで実現できる。試料としては、カラムナー液晶でトリフェニレン基

を有する Flexible Aromatic Photofunctional systems (TP-FLAP)を用いた（Fig. 1 (c)）。TP-FLAP は、

紫外光を照射すると溶けて接着力が低下し、照射を止めると液晶に戻って接着力が回復すること

から、光剥離接着材料としての実用が期待される材料分子である。光剥離の機構の解明には、光

照射により溶ける速いダイナミクスと、光照射から十分な時間が経って接着力が回復する遅いダ

イナミクスの両者の計測が重要である。新たに構築したシステムを用いて、TP-FLAP のマルチタ

イムスケールのダイナミクス計測を行った。Fig. 1 (d)に TP-FLAP からの電子線回折像を示す。

TP-FLAP の光剥離は分子の V 字型から平面化への構造変化が原因であり、光照射後 400 ps で平面

化が生じ、10 μs で再び V 字型へと回復することが明らかになった。 
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Fig. 1 Schematic illustrations of (a) sub-picosecond time-resolved electron diffraction and (b) 

nanosecond time-resolved electron diffraction setups. (c) A TP-FLAP molecule planarized by 

irradiation with UV light. (d) Electron diffraction pattern from TP-FLAP molecules. 
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